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研究目的 
 近年，計算機ネットワークの発達により，大量の情報資源が蓄積・活用されている．また，数多く

の人々がネットワークにつながった結果，Wikipedia 等のソーシャルメディアに代表されるように，

情報資源の構築に数多くの人々が関わるようになってきた．これらの情報資源は一般的には規則的な

構造を持たない半構造情報資源であり，その一貫性管理や統合・再利用が困難なことが多い．伝統的

なデータベース分野ではデータの一貫性などは計算機が一元的に管理していたが，このような新しい

メディアにおいては人と計算機の協調による情報資源管理が重要と考えられる．しかし，そのための

基盤となる技術的フレームワークは確立していない．そこで，本研究ではその準備段階として，人と

計算機の協調による情報資源管理を議論するためのフレームワークの研究に取り組む．特にデータモ

デリングおよびオペレーションなどのためのフォーマルモデルの検討と，それらの実現を支える大規

模データベース管理エンジンの開発などに焦点を当てる． 
研究成果  
人と計算機の協調による半構造情報資源管理については基礎研究を行い簡単なプロトタイプの実現ま

で行うことが出来た．また，それらの実現を支える大規模データベース管理エンジンの開発に関して

は，大規模グラフデータのナビゲーション操作に関する効率的な処理方式について開発することがで

きた．これらにより今後のさらなる展開に向けて足がかりを築くことができたと考える． 
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